




　現在,産科日常診断に繁用されている超音波胎児診断装置の使用で出生子に

異常が起こり,また起こり得るであろうとの報告は見られないといって良い。

しかし,この診断法が胎児に対して全く安全であるのか,全くでないとしてもど

の程度の安全率を考えれば良いのか,これに対する解答も見られない。

　超音波胎児診断が胎児障害の発見と予防に必須のものになるにつれ,この問

題に対する一般の要望も高まっている。本研究班は昭和 49 年に引続き,超音波

胎児診断装置の安全基準を設定するために多くの検討を行ない,多くの成果を

挙げ得たが,ここでは本年度に設定された主題を綜合して報告する。


